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ハ
カ
マ
ギ
袴
着
滞
放
同
代
に
士
人
の
男
児
は

五
酸
か
ら
袴
を
持
た
し
め
た
の
で
、
四
川
訟
の
十
一
且

に
袴
訟
の
脱
出
闘
を
行
う
た
。
そ
の
際
市
人
に
紋
服
と

上
下
と
を
着
せ
し
め
、
大
小
万
を
稲
し
、
羽
子
を
刷
出

へ
、
安
附
聞
に
問
問
ゑ
た
碁
脚
聞
に
来
世
て
、
鮮
の
説
内
側
を

受
け
し
め
た
。

ハ
カ
マ
ス
リ
ギ
ン
袴
国
間
銀
出
州
政
の
時
、
下
級

の
町
役
人
な
ど
の
子
治
と
し
て
奥
へ
ら
れ
る
鋭
子
を

い
う
た
。
事
保
七
年
九
周
二
十
日
附
の
文
部
に
、
『地

子
町
組
合
加
符
秘
鋭
之
俗
、
跡
々
自
分
に
取
立
川
且
取

来
申
候
慮
、去
年
よ
り
右
取
政
鋭
御
拐
へ
お
致
持
彦
、

私
共
承
闘
相
渡
巾
候
。
』
と
あ
る
矧
で
、
こ
h

に
私
共

と
い
ふ
も
の
は
御
却
用
場
内
航
目
肝
煎
で
あ
る
。

ハ
カ
マ
ボ
ウ
袴
坊

加
賀
掛
川
に
て
、
高
級
諮
士

の
鮪
男
に
近
侍
奉
仕
す
る
者
の
都
呼
で
、
身
分
に
よ

り

一
人
文
は
二
人
が
あ
っ
た
。
二
三
男
に
在
つ
て
は
、

符
妨
を
使
役
し
な
か
っ
た
。

的
。
掃
胞
の
人
。
幼
に
し
て
出
家
し
、
撚
を
明
的
示
、

哲
に
受
け
、
紫
哲
の
寂
後
無
制
組
取
に
附
附
附
す
る
こ

と
鍬
年
。
次
い
で
目
的
・民
努
に
毒
し
て
制
法
し
、
総

持
寺
に
出
川
し
、
臨
永
二
能
管
に
泊
施
寺
を
創
BX
し

た。
パ
イ
レ
イ

梅
嶺

J
ウ
ス
ヰ
ジ
ロ
ザ
エ
モ
ン

碓
井
治
郎
左
衛
門
。

パ
イ
レ
イ
ギ
ヨ
ヲ
コ
ウ

梅
鐙
玉
香
石
川
浦
町

洞
宗
大
来
寺
四
十
五
代
の
住
持
。
=
一
河
の
入
、
池
山

氏
。
=
一
河
市
借
警
の
先
仙
に
交
拠
出剛
法
し
、
安
永
=
一

年
越
後
大
築
寺
に
尚
股
と
な
り
、
天
明
二
年
長
州
前

昌
寺
に
覗
鋒
し
、
同
年
永
平
寺
に
勅
佐
、
七
年
加
到

相
即
位
寺
に
、
見
政
九
年
越
中
光
山
間
寺
に
巡
り
、
亭
和

三
年
二
且
什
五
日
大
来
寺
に
入
り
聞
位
、
文
化
一見
年

病
に
よ
り
泊
船
田
町
に
退
隠
し
、
四
年
間
且
二
十
日
光

山
間
寺
に
て
寂
し
た
。

ハ
イ
l
l
八
ク

? 

ハ
カ
リ
カ
ケ
ピ
ヨ
ウ
斗
懸
俵
百
姓
の
租
と
し

一

ハ
ギ
ノ
ヤ
萩
ノ
屋
臨
島
郡
山

m保
に
回
す
る

て
牧
め
る
米
を
、
定
納
抗
斗
の
外
に
そ
の
日
米
一
泊
升

一
部
世
間
。
明
治
中
に
主
り
土
川
に
併
合
せ
ら
れ
た
。

六
合
を
加
へ
て
、

一
依
に
侠
袋
し
た
も
の
で
、
立
永

一

ハ
ギ
ハ
ラ
ス
ヱ
マ
サ
荻
原
季
白
田

辺
稿
文
六

・

間
引
の
文
お
に
見
え
る
。

一
八
兵
衛
。
安
永
九
年
新
番
と
な
り
、
天
明
五
年
父
入

ハ
カ
リ
キ
リ
ピ
ヨ
ウ
斗
切

俵

百

姓
の
租
と
し

一
兵
衛
の
家
管
百
石
を
裂
ぎ
、
組
外
に
列
L
、
文
化
九

て
牧
め
る
定
納
米
を
、

一
依
五
斗
に
依
袋
し
、
そ
の
一
年
五
十
石
を
加
へ
、文
政
入
年
正
且
サ
三
回
旋
し
た
。

日
米
は
別
に
集
め
て
五
斗
伎
と
し
た
も
の
を
い
ふ
。
一

ハ
ギ
ハ
ラ
ハ
チ
ベ
エ
荻
原
八
兵
衛

初

め
勘
太

正

保

切

の

文

訟

に

見

え

る

。

一

夫

・

新

否

。

御

歩

か

ら

出

て

、
安
永
元
年
二
且
三
十

パ
カ
ヲ
ド
リ

馬
鹿
鼠

元
利
の
頃
応
臨
簡
が
毘
一
人
阪
と
な
り
、
新
知
百
石
を
受
け
、
天
明
五
年
十
二

仰
に
行
は
れ
た
。
同
六
年
問
視
徳
川
努
忠
の
女
和
子
一
月
限
目
し
て
是
休
と
改
め
、
抱
政
二
年
入
且
十

H
七

が
、
後
水
尾
天
川
止
の
女
御
と
し
て
入
内
し
た
時
、
前
一
十
四
歳
を
以
て
夜
し
た
。

田
利
治
は
そ
の
臣
前
田
直
之
を
京
師
に
、
奥
村
祭
政
一

ハ
ギ
ハ
ラ
ヒ
デ
ツ
ネ
荻
原
秀
廊

沼
稲
武
左
衛

を
江
戸
に
訴
し
て
到
僻
を
上
ら
し
め
、
城
中
に
於
い
一
門
。
御
鈴
用
裂
の
更
で
あ
っ
た
。
文
政
四
年
秩
河
北

て
は
上
下
に
摘
を
脳
ひ
、
市
民
亦
悉
〈
築
を
剛
山
り
、

一
部
博
鮫
管
内
に
本
多
利
明
の
仰
を
建
て
た
時
、
名
を

応
胤
削
を
鮒
っ
て
夜
を
徹
し
た
。
そ
の
哨
倣
は

『
こ
一
列
し
て
ゐ
る
。

こ
は
一
ニ
僚
か
後
の
座
か
、

一
夜
泊
。
て
た
h
ら
踏
ま

一

ハ
タ
ウ
白
鳥

J
フ
グ
マ
ス
ヤ
ハ
ク
ウ
新
府

号
、
佐
渡
と
越
後
は
筋
む
か
ひ
。
』
と
い
ふ
の
で
あ
っ

一
問
屋
白
応
。

た

。

一

ハ
ヲ
オ
ウ
サ
イ
白
鴎
蘇
金
揮
に
於
け
る
荷
風

ハ
ギ
サ
カ
萩
坂

河

北
郡
糾
利
伽
印
刷
附
近
の
地

一
例
入
の
陥
奴
。
初
め
勉

m屋
小
春
之
を
帯
し
た
が
、

名
で
あ
る
と
い
ふ
。
建
久
七
年
十
且
十
九
日
附
の
下

一
後
附
尉
山
門
の
柴
乎
二
代
を
裂
ぎ
、
臨
袋
も
亦
三
代

供
利
伽
総
長
刷
所
寺
住
仙
川
容
可
令
早
停
止
地
問
権
妨
問

一
と
い
う
た
。

京
内
肌
と
附
お
し
た
下
文
に
、
『
南
限
萩
坂
大
道
』
と
一

ハ
ヲ
ガ
ヲ
ズ
カ
イ
白
銀
図
解
一
加
。
金
子
有

あ
り
、
三
州
紀
州
に
は
そ
れ
を
、『
似
生
村
側
の
内
、

一
一
安
心
話
。
白
山
山
中
の
名
猷
勝
地
問
曹
の
闘
を
純
せ
て
、

は
ぎ
坂
と
巾
坂
有
之
候
o
矧
羽
公
よ
り
供
利
伽
綴
得

一
邦
文
の
説
明
が
あ
る
o
こ
れ
か
ら
都
文
の
白
山
史

-

迩
献
に
は
ぎ
坂
と
申
し
て
有
之
陶
申
停
候
O
』
と
鮮
L
一
白
山
遊
覧
附
記
に
閥
次
設
展
し
た
の
で
あ
ら
う
。

て
日
る
が
、
こ
の
下
文
な
る
も
の
は
、
そ
の
仰
を
得

一

ハ
9
カ
ザ
ツ
ダ
ン

博
伽
雑
談

4
ハ
タ
カ
ザ
ツ

ず
し
て
俗
作
の
疑
が
あ
る
。

一
ワ

博

伽

縦
揺
。

ハ
ギ
ノ
シ
マ

萩
J

烏

石

川

制
的
郊
の
問
手
取

一

ハ
ヲ
カ
ザ
ツ
ワ

博
伽
雑
誌
六
念
。
多
く
は

川
伯
仲
に
あ
っ
た
が
、
明
和
年
中
洪
水
の
協
に
河
床
と

一
他
密
か
ら
放
慈
し
た
武
器
物
削
で
あ
る
が
、
叉
掛
川
内

な
っ
た
と
併
へ
る
。
白
山
富
来
級
制
中
把
厳
に
、
貞

一
の
事
お
の
問
お
も
少
々
あ
る
。
巻
末
に
路
延
頃
の
砿

治
二
年
一
北
且
品
川一

日
の
間
況
に
仰
限
坊
の
中
間
又
次
一
が
記
載
せ
ら
れ
る
か
ら
、
著
作
時
代
も
略
銑
定
せ
ら

似
が
里
巾
か
ら
常
山
せ
ん
と
し
て
萩
，
応
を
過
ぎ
た

一
れ
る
。
又
一
容
に
し
た
博
伽
雑
談
と
い
ふ
の
が
あ
る

こ

と

が

割

い

て

あ

る

。

の

は

、
前
記
の
中
前
悶
氏
に
聞
し
た
こ
と
の
み
を
抄

ハ
ク
サ
ン
ス
イ
白
山
水

石
川
柿
野
々
市
な
る

天
泌
宮
の
向
か
う
に
、
も
と
大
束
寺
の
白
山
水
と
い

ふ
の
が
あ
っ
て
、
白
山
の
水
が
湧
出
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
は
れ
た
が
、
今
は
脱
出
〈
な
っ
た
。
刀
工
出
品
灯

の
万
銘
に

『
U
=白
山
水
一
鍛
ν
之
』
と
あ
る
は
、
こ
の

廓
で
あ
る
。

ハ
ク
シ

簿

需

小
松
の
例
入
。

色
移
原
・剣
淵
に

は
且
津
山
川
子
と
し
て
記
さ
れ
る
。
正
徳
五
年
比
約
集

を
出
し
た
。

ハ
ク
ジ
ユ
白
鈎

J
タ
ガ
ミ
ヤ
ハ
ク
ジ
ユ
凶

上
腹
自
制
。

ハ
ヲ
シ
ユ
ウ
白
秀

金
持
時
宗
主
泉
寺
十
四
代

の
附
。
悠
光
院
共
阿
白
努
和
仰
と
い
ひ
、
串
帯
主
た
る

こ
と
二
寸
俄
年
、
文
政
六
年
退
座
し
た
。
賦
物
辿
猷

錦
之
輔
自
と
凶
す
る
辿
散
の
作
法
沼
を
治
し
て
ゐ
る
。

ハ
h
y
ダ
ラ
ニ
白
陀
綴
尼

一
加
。
金
将
の
帆
人

録
。ハ

タ
サ
ン
ジ
白
山
寺

J

Y
ラ
ヤ
マ
ヒ
メ
ジ

y

ジ

ヤ

白

山
比
時
制
枇
(十
)
。

ハ
ヲ
ザ
ン
シ
ヤ
カ
ガ
ダ
ケ
白
山
寝
迦
岳

i
y

ヤ
カ
ガ
ダ
ヶ
将
迦
冊
。

ハ
h
y
ケ
イ

江
屋
柏
実
。

ハ
ク
サ
ン
白
山

J

Y
ラ
ヤ
マ

ハ
タ
サ
ン
オ
ン
セ
ン
白
山
温
泉

オ
ン
セ

y
m，瀬
泊
呆
。

ハ
ク
サ
ン
グ
ウ
シ
ョ
ウ
ゴ
ン
コ
ウ
ジ
ユ
ウ
キ
ロ

9

白
山
宮
荘
厳
講
中
記
録

J
Y
一
フ
ヤ
マ
ノ
ミ
ヤ
ジ
ヨ

ウ
ゴ

Y

コ
ウ
ジ
ユ
ウ
キ
ロ
タ
白
山
富
刑
似
講
中
杷
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録
し
た
も
の
で
あ
る
。
若
者
の
名
は
杷
さ
れ
ぬ
が
、

開
山
私
自
配
に
は
い
U
芯
粁
議
柏
崎
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

民
鳩
は
丹
羽
四
郎
兵
術
で
あ
る
。
」
コ
ク
ジ
シ
ョ
ウ

ヒ
モ
Y

ド
ウ
凶
京
日
披
問
答
。

柏市
島

l
ナ
ガ
エ
ヤ
ハ
グ
ケ
イ

六
七

O

長


